
 
平成 18 年 6 月 26 日（通算第 66 号） 
問い合わせ先： 
長野県庁農業生産振興チーム畜産ユニット 
電話:026-235-7232 Fax:026-232-0764  
長野県庁食の安全・生活衛生チーム 

畜産物安全安心ユニット 
電話:026-235-7161 Fax:026-232-7288 

 

 
 
 
 

 

養豚特集 

平成１８年度の養豚振興について 
～こだわりのある生産者への支援体制にシフトします～ 

信州・長野県における豚の改良事業は、従来、県畜産試験場で開発したランドレース種系統

豚「シンシュウＬ（平成４年度開発）」をはじめとした、ナガラヨーク（大ヨークシャー種）、

サクラ２０３（ディロック種）種豚の供給を中心に施策を展開してきました。 

 本年度からは、系統豚の供給を廃止し、新たに、多様化する消費者ニーズに対応した「おい

しく、安全・安心」な豚肉生産とブランド化に向けた「こだわり」のある生産支援へシフトす

ることとなりました。 

 今回の畜産とくとく情報では、平成１８年度の養豚振興事業体系等について、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンシュウＬなど種豚供給の廃止 

シンシュウＬを含めたランドレース種の国内での改良は全国的な努力の積み重ねにより著し

く進展し、遺伝的能力がかなり均一化されたため、今後ランドレースを中心にした系統造成に

は大きな効果があがらないことが考えられます。また、シンシュウＬについては、一部の生産

者から、育種退化による足腰の弱さ、外陰部の小ささが指摘され、供給量がやや減少傾向にあ

りました。これらのことから、県ではシンシュウＬにおける畜産試験場からの供給は、ナガラ

ヨーク、サクラ２０３とともに廃止するこことしました。 

しかし、当面は、ご利用くださった生産者の方々には、次に示しているとおり、交雑種母豚

の供給を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交雑種母豚の供給の開始 

養豚経営の大規模化や省力化に伴い、交雑種（Ｆ１母豚）の利用が普及し、需要が高まって

います。 

民間種豚場からの交雑種母豚の供給体制が整備される間において、畜産試験場から補完的な

交雑種母豚の供給をします。 

交配様式は、ＬＷ（シンシュウＬ×ナガラヨーク）で年間１００頭の供給を計画しています。 

交雑種母豚の配布をご希望される方は、畜産試験場養豚養鶏部（0263-52-1188）までご連絡

ください。 
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海外からの種豚導入と液状精液の供給 

現在、県内において、黒豚（バークシャー種）等、特徴のある品種を飼育する生産者が増

えてきています。しかし、バークシャー種、中ヨークシャーなど特徴のある品種は、一時期

全国的に飼養頭数が減少したことから、限られた血統が残っているに過ぎず、国内の種豚の

血縁が近くなっています。 

このような状況から、県では、昨年度、試験的に英国からバークシャー種を導入し、畜産

試験場から液状精液の供給を開始しています。 

今後は、畜産試験場を液状精液供給センターとして位置づけ、国内では入手が困難な遺伝

子の海外からの導入・供給をしていきます。 

本年度は下記の種豚を導入し、液状精液を次年度以降、皆様に供給していく計画です。 

    輸入国：米国 品種：ディロック種、中ヨークシャー種、ランドレース種 計５頭 

液状精液の配布をご希望される方は、畜産試験場養豚養鶏部（0263-52-1188）までご連絡

ください。 

 

年 11 12 13
長野県 34 88 61
全国 2,004 1,922 1,800

豚丹毒
（豚）

　(単位:頭羽群数　上段：長野県　平成

豚丹毒の発生が増えてます！ 適正なワク

豚丹毒は、豚丹毒菌の感染によって急性敗

こす豚の伝染病です。人獣共通感染症でもあ

いますが、最近、再び県内での発生が増加し

発生例の多くは、と畜場での確認ですが、

により、収益に大きな影響を及ぼします。ま

も問題です。 

豚丹毒は、飼養衛生管理の改善と適切なワ

豚丹毒をコントロールするためには、農場の

グラムを検討し、実施することが重要です。

相談ください。 

 

豚丹毒の発生状況 

☆記事の内容 長野県農政部農業生産振興チー
昨年、英国から導入したバークシャー種です。 

名前は「Dittisham Nama Abei2」です。 

平成１７年８月生まれの若い豚ですが、精液の正

は良好で、今年の種畜検査にも合格しました。 

液状精液の供給を６月から開始しています。
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29 29 28 53 3

1,599 1,754 1,555 1,669 467

18年6月20日現在、下段：全国平成18年3月31日現在) 

1

チン接種を。 

血症型、蕁麻疹型慢性型（心内膜炎、関節炎）を起

り、家畜伝染病予防法では届出伝染病に指定されて

ています。 

豚丹毒が確認されると、枝肉・内臓の全部廃棄処分

た、「安全・安心な豚肉の生産・供給」という点で

クチネーションによって、コントロールが可能です。

汚染度の把握と農場に適したワクチネーションプロ

詳細につきましては、お近くの家畜保健衛生所へご

ム畜産ユニット(TEL026-235-7232) 担当：神田 


